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(57)【要約】
【課題】温度環境が変化しても第１部品に対する第２部 
品の位置を安定させることができるアセンブリを提供す 
る。
【解決手段】アセンブリは、第１部品１０と、第１部品 
１０とは異なる材料で形成された第２部品２０とを備え 
る。第１部品１０は、突起部１３１ａと、所定方向にお 
いて突起部１３１ａと間隔を空けて対向する対向部１３ 
２ａと、を備える。第２部品２０は、突起部１３１ａが 
挿入される被挿入部２１ａを備える。被挿入部２１ａは 
、突起部１３１ａと対向部１３２ａの間に位置する介在 
部２２ａを有する。介在部２２ａは、温度環境に応じて 
、突起部１３１ａと対向部１３２ａのいずれかに所定方 
向で接触可能である。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 と は 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 と を 備 え る ア セ ン ブ リ  
で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 品 は 、 突 起 部 と 、 所 定 方 向 に お い て 前 記 突 起 部 と 間 隔 を 空 け て 対 向 す る 対 向  
部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 突 起 部 が 挿 入 さ れ る 被 挿 入 部 を 備 え 、
　 前 記 被 挿 入 部 は 、 前 記 突 起 部 と 前 記 対 向 部 の 間 に 位 置 す る 介 在 部 を 有 し 、
　 前 記 介 在 部 は 、 温 度 環 境 に 応 じ て 、 前 記 突 起 部 と 前 記 対 向 部 の い ず れ か に 前 記 所 定 方 向  
で 接 触 可 能 で あ る 、
　 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 対 向 部 は 、 前 記 突 起 部 を 挟 ん で 一 対 あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 計 器 に 用 い ら れ る ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 透 光 性 を 有 す る 光 学 部 材 で あ り 、
　 前 記 第 １ 部 品 は 、 前 記 光 学 部 材 を 収 容 す る ケ ー ス で あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 ア セ ン ブ リ に 関 し 、 詳 し く は 、 第 １ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 と は 異 な る 材 料 で  
形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 と を 備 え る ア セ ン ブ リ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 第 １ 部 品 （ ケ ー ス １ ０ １ ） と 、 第 １ 部 品 に 対 し て 位 置 決 め さ れ  
、 第 １ 部 品 と は 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 （ 拡 散 板 １ ０ ３ ） と を 備 え る ア セ ン ブ リ  
（ 組 み 立 て 品 ） が 記 載 さ れ て い る 。 こ の ア セ ン ブ リ は 計 器 に 用 い ら れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ４ ９ ７ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 種 の ア セ ン ブ リ に お い て は 、 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 の 各 々 に 互 い に 嵌 め 合 わ さ れ る  
部 材 が 形 成 さ れ 、 当 該 部 材 を 用 い る こ と で 第 １ 部 品 に 対 す る 第 ２ 部 品 の 位 置 決 め が 行 わ れ  
る 。 し か し な が ら 、 熱 膨 張 率 は 材 料 に 依 存 す る た め 、 温 度 環 境 に よ っ て は 第 １ 部 品 に 対 す  
る 第 ２ 部 品 の 位 置 が 所 望 の 位 置 か ら ず れ て し ま う 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 温 度 環 境 が 変 化 し て も 第 １ 部 品 に 対  
す る 第 ２ 部 品 の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る ア セ ン ブ リ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 開 示 に 係 る ア セ ン ブ リ は 、
　 第 １ 部 品 と 、 前 記 第 １ 部 品 と は 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ た 第 ２ 部 品 と を 備 え る ア セ ン ブ リ  
で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 部 品 は 、 突 起 部 と 、 所 定 方 向 に お い て 前 記 突 起 部 と 間 隔 を 空 け て 対 向 す る 対 向  
部 と 、 を 備 え 、
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　 前 記 第 ２ 部 品 は 、 前 記 突 起 部 が 挿 入 さ れ る 被 挿 入 部 を 備 え 、
　 前 記 被 挿 入 部 は 、 前 記 突 起 部 と 前 記 対 向 部 の 間 に 位 置 す る 介 在 部 を 有 し 、
　 前 記 介 在 部 は 、 温 度 環 境 に 応 じ て 、 前 記 突 起 部 と 前 記 対 向 部 の い ず れ か に 前 記 所 定 方 向  
で 接 触 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 温 度 環 境 が 変 化 し て も 第 １ 部 品 に 対 す る 第 ２ 部 品 の 位 置 を 安 定 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に 係 る ア セ ン ブ リ の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に 係 る ア セ ン ブ リ の 図 １ に 示 す Ａ 部 の 拡 大 図 。
【 図 ３ Ａ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 の 第 １ 状 態 を 示 す 図 。
【 図 ３ Ｂ 】 同 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 部 品 及 び 第 ２ 部 品 の 第 ２ 状 態 を 示 す 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す ア セ ン ブ リ １ は 、 第 １ 部 品 １ ０ と 、 第 １ 部 品 １ ０ と は 異 な る 材 料 で 形 成 さ れ  
た 第 ２ 部 品 ２ ０ と 、 を 備 え る 。 本 実 施 形 態 の ア セ ン ブ リ １ は 、 車 両 に 搭 載 さ れ る 計 器 の 一  
部 を 構 成 す る 。 つ ま り 、 ア セ ン ブ リ １ は 、 計 器 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 で は 、 互 い に 直 交 す る Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ 軸 を 適 宜 用 い て 、 ア セ ン ブ リ １ 、 計 器 が 備 え る 各  
部 を 説 明 す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 Ｘ 、 Ｙ 、 Ｚ 軸 の 各 軸 を 示 す 矢 印 が 向 く 方 向 を 、 各 軸 の ＋  
（ プ ラ ス ） 方 向 、 そ の 反 対 方 向 を － （ マ イ ナ ス ） 方 向 と す る 。 ＋ Ｚ 方 向 は 、 図 １ の 紙 面 表  
方 向 で あ り 、 計 器 の 表 方 向 に 相 当 す る 。 － Ｚ 方 向 は 、 図 １ の 紙 面 裏 方 向 で あ り 、 計 器 の 裏  
方 向 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 部 品 １ ０ は 、 所 定 の 樹 脂 か ら 構 成 さ れ る ケ ー ス で あ り 、 具 体 的 に は 、 計 器 の 外 装 の  
中 に 位 置 す る い わ ゆ る 中 ケ ー ス で あ る 。 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 ケ ー ス と し て の 第 １ 部 品 １ ０ に  
収 容 さ れ 、 透 光 性 を 有 す る 光 学 部 材 で あ る 。 具 体 的 に 、 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 板 状 に 形 成 さ れ  
る と 共 に 、 開 口 部 ２ ０ ａ を 有 し て 平 面 視 で 略 環 状 を な す 拡 散 板 で あ る 。 こ の 拡 散 板 は 、 ケ  
ー ス と し て の 第 １ 部 品 １ ０ の 中 に 設 け ら れ た 光 源 か ら の 光 を 拡 散 し 、 後 述 の 文 字 板 を 均 一  
に 照 明 す る た め に 設 け ら れ る 。 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｃ （ P o l y  C a r b o n a t e ） か  
ら 板 状 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 部 品 ２ ０ に は 、 樹 脂 材 に 光 拡 散 機 能 を 付 与 す る 印 刷 が 施 さ れ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 部 品 １ ０ は 、 計 器 の 図 示 せ ぬ 文 字 板 が 載 せ ら れ る 載 置 部 １ １ と 、 第 ２ 部 品 ２ ０ が 収  
容 さ れ る 収 容 部 １ ２ と 、 第 ２ 部 品 ２ ０ の 開 口 部 ２ ０ ａ の 内 側 に 位 置 す る 内 側 部 １ ３ と 、 を  
備 え る 。 収 容 部 １ ２ は 、 第 ２ 部 品 ２ ０ の 形 状 に 沿 っ て 、 載 置 部 １ １ か ら － Ｚ 方 向 に 凹 ん で  
形 成 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 側 部 １ ３ に は 、 第 １ 部 品 １ ０ の 裏 側 に 位 置 す る モ ー タ の 動 力 に よ り 回 転 す る 回 転 軸 を  
通 す 挿 通 孔 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 回 転 軸 の 先 端 に は 、 前 記 の 文 字 板 の 表 側 に 位 置  
す る 指 針 が 設 け ら れ る 。 つ ま り 、 ア セ ン ブ リ １ が 用 い ら れ る 計 器 は 、 文 字 板 に 記 さ れ た 指  
標 （ 数 値 、 目 盛 り 等 ） と 指 針 の 対 比 に よ っ て 、 車 速 な ど を ユ ー ザ に 報 知 す る 指 針 式 計 器 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 内 側 部 １ ３ に は 第 １ 係 合 部 Ｅ １ ， Ｅ ２ ， Ｅ ３ が 設 け ら れ 、 第 ２ 部 品 ２ ０ の 開 口 部 ２ ０ ａ  
に は 第 ２ 係 合 部 Ｇ １ ， Ｇ ２ ， Ｇ ３ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 係 合 部 Ｅ １ は 第 ２ 係 合 部 Ｇ １ と  
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、 第 １ 係 合 部 Ｅ ２ は 第 ２ 係 合 部 Ｇ ２ と 、 第 １ 係 合 部 Ｅ ３ は 第 ２ 係 合 部 Ｇ ３ と そ れ ぞ れ 係 合  
す る 。 こ れ ら の 係 合 箇 所 で 、 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 第 １ 部 品 １ ０ に 係 止 さ れ る 。 こ れ ら の 係 合  
手 段 は 、 例 え ば フ ッ ク 機 構 で あ る が 、 嵌 合 、 圧 入 な ど の 他 の 手 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 部 品 １ ０ の 内 側 部 １ ３ は  
、 突 起 部 １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ を 備 え る 。 突 起 部 １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ  
は 、 内 側 部 １ ３ の 底 面 １ ３ ｂ か ら ＋ Ｚ 方 向 に 突 起 す る 部 分 で あ る 。 突 起 部 １ ３ １ ａ ， １ ３  
１ ｂ ， １ ３ １ ｃ は 、 例 え ば 、 平 面 視 で 略 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 突 起 部 １ ３ １ ａ は 図 ２  
で の １ ２ 時 方 向 に 位 置 し 、 突 起 部 １ ３ １ ｂ は 図 ２ で の ３ 時 方 向 に 位 置 し 、 突 起 部 １ ３ １ ｃ  
は 図 ２ で の ９ 時 方 向 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 開 口 部 ２ ０ ａ の 端 部 に 、 突 起 部 １ ３ １ ａ が 挿 入 さ れ る 被 挿 入 部 ２ １ ａ  
と 、 突 起 部 １ ３ １ ｂ が 挿 入 さ れ る 被 挿 入 部 ２ １ ｂ と 、 突 起 部 １ ３ １ ｃ が 挿 入 さ れ る 被 挿 入  
部 ２ １ ｃ と 、 を 備 え る 。 被 挿 入 部 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ は 、 平 面 視 で 開 口 部 ２ ０ ａ が 拡  
径 す る 方 向 に 延 び る Ｕ 字 状 の 溝 を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 溝 に 突 起 部 １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３  
１ ｃ が 挿 入 さ れ る 。 被 挿 入 部 ２ １ ａ は 、 突 起 部 １ ３ １ ａ を Ｘ 方 向 に お い て 挟 む 形 状 を な す  
。 被 挿 入 部 ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 突 起 部 １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ を Ｙ 方 向 に  
お い て 挟 む 形 状 を な す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 部 品 １ ０ は 、 Ｘ 方 向 （ 所 定 方 向 の 一 例 ） に お い て 、 突 起 部 １ ３ １ ａ と 間 隔 を 空 け て  
対 向 す る 対 向 部 １ ３ ２ ａ を 備 え る 。 ま た 、 第 １ 部 品 １ ０ は 、 Ｙ 方 向 （ 所 定 方 向 の 他 の 例 ）  
に お い て 、 突 起 部 １ ３ １ ｂ と 間 隔 を 空 け て 対 向 す る 対 向 部 １ ３ ２ ｂ と 、 突 起 部 １ ３ １ ｃ と  
間 隔 を 空 け て 対 向 す る 対 向 部 １ ３ ２ ｃ と 、 を 備 え る 。 対 向 部 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ， １ ３ ２  
ｃ は 、 内 側 部 １ ３ の 底 面 １ ３ ｂ か ら ＋ Ｚ 方 向 に 突 起 す る 部 分 で あ る 。 対 向 部 １ ３ ２ ａ ， １  
３ ２ ｂ ， １ ３ ２ ｃ は 、 例 え ば 、 平 面 視 で 略 矩 形 状 な い し は 略 楕 円 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 部 品 ２ ０ の 被 挿 入 部 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 突 起 部 １ ３ １  
ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ と 対 向 部 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ， １ ３ ２ ｃ の 間 に 位 置 す る 介 在 部 ２  
２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 、 突 起 部 １ ３ １ ａ に 対 応 す る 対 向 部 １ ３ ２ ａ は 、 突 起 部 １ ３ １ ａ を 挟 ん で 一 対 あ る  
。 こ れ に よ り 、 被 挿 入 部 ２ １ ａ の 介 在 部 ２ ２ ａ は 、 一 対 の 対 向 部 １ ３ ２ ａ の そ れ ぞ れ と 突  
起 部 １ ３ １ ａ の 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 図 ３ Ａ は 第 １ 部 品 １ ０ 及 び 第 ２ 部 品 ２ ０ の 第 １ 状 態 を 示 し 、 図 ３ Ｂ は 第 １ 部 品  
１ ０ 及 び 第 ２ 部 品 ２ ０ の 第 ２ 状 態 を 示 す 。 第 １ 状 態 及 び 第 ２ 状 態 は 、 ア セ ン ブ リ １ の 温 度  
環 境 の 変 化 に よ っ て も た ら さ れ る 状 態 で あ る 。 第 １ 状 態 は 、 第 ２ 部 品 ２ ０ に 対 す る 第 １ 部  
品 １ ０ の 熱 膨 張 率 が 第 ２ 状 態 よ り も 大 き い 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ 状 態 は 、 第 １ 部 品 １ ０ に 対  
す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の 熱 膨 張 率 が 第 １ 状 態 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ Ａ と 図 ３ Ｂ を 参 照 し て 分 か る よ う に 、 突 起 部 １ ３ １ ａ と 対 向 部 １ ３ ２ の Ｘ 方 向 の 間  
隔 と 、 介 在 部 ２ ２ ａ の Ｘ 方 向 の 幅 と は 、 介 在 部 ２ ２ ａ が 、 温 度 環 境 に 応 じ て 、 突 起 部 １ ３  
１ ａ と 対 向 部 １ ３ ２ ａ の い ず れ か に Ｘ 方 向 （ 所 定 方 向 の 一 例 ） で 接 触 可 能 で あ る よ う に 設  
定 さ れ て い る 。 具 体 的 に 、 図 ３ Ａ に 示 す 第 １ 状 態 で は 、 介 在 部 ２ ２ ａ が 突 起 部 １ ３ １ ａ に  
Ｘ 方 向 で 接 触 す る 一 方 で 、 介 在 部 ２ ２ ａ と 対 向 部 １ ３ ２ ａ の 間 に は 隙 間 が 生 じ る 。 ま た 、  
図 ３ Ｂ に 示 す 第 ２ 状 態 で は 、 介 在 部 ２ ２ ａ が 対 向 部 １ ３ ２ ａ に Ｘ 方 向 で 接 触 す る 一 方 で 、  
介 在 部 ２ ２ ａ と 突 起 部 １ ３ １ ａ の 間 に は 隙 間 が 生 じ る 。 こ の よ う に 、 介 在 部 ２ ２ ａ が 、 温  
度 環 境 に 応 じ て 、 突 起 部 １ ３ １ ａ と 対 向 部 １ ３ ２ ａ の い ず れ か に 接 触 可 能 で あ る た め 、 温  
度 環 境 が 変 化 し て も 第 １ 部 品 １ ０ に 対 す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る  
。 な お 、 温 度 環 境 と し て 想 定 さ れ る 温 度 範 囲 は 、 ア セ ン ブ リ １ 及 び 計 器 の 使 用 環 境 を 踏 ま  
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え て 予 め 定 め ら れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 突 起 部 １ ３ １ ａ に 対 応 す る 構 成 と し て 、 対 向 部 １ ３ ２ ａ は 一 対 あ り 、 介 在 部 ２ ２  
ａ も 一 対 あ る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ Ａ に 示 す 第 １ 状 態 で は 、 被 挿 入 部 ２ １ ａ は 、 一 対 の 介 在  
部 ２ ２ ａ で 突 起 部 １ ３ １ ａ を Ｘ 方 向 で 挟 み 込 む 。 一 方 、 図 ３ Ｂ に 示 す 第 ２ 状 態 で は 、 一 対  
の 対 向 部 １ ３ ２ ａ が 一 対 の 介 在 部 ２ ２ ａ を Ｘ 方 向 で 挟 み こ む 。 し た が っ て 、 突 起 部 １ ３ １  
ａ に 対 応 す る 箇 所 に お い て 、 第 １ 及 び 第 ２ 状 態 の い ず れ の 状 態 に お い て も 第 １ 部 品 １ ０ に  
対 す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の Ｘ 方 向 の 位 置 が 規 制 さ れ 、 決 め ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ア セ ン ブ リ １  
が 振 動 環 境 下 に あ る 場 合 に も 、 突 起 部 １ ３ １ ａ に 対 応 す る 箇 所 に お い て 第 １ 部 品 １ ０ に 対  
し て 第 ２ 部 品 ２ ０ が 遊 ん で ぶ つ か る こ と で 異 音 が 発 生 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 突 起 部 １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 構 成 に 関 し 、 対 向  
部 １ ３ ２ ｂ ， １ ３ ２ ｃ は 一 対 設 け ら れ て い な い が 、 前 述 の 突 起 部 １ ３ １ ａ に 対 応 す る 構 成  
と 考 え 方 及 び 機 能 は 同 様 で あ る 。 つ ま り 、 介 在 部 ２ ２ ｂ は 、 温 度 環 境 に 応 じ て 、 突 起 部 １  
３ １ ｂ と 対 向 部 １ ３ ２ ｂ の い ず れ か に Ｙ 方 向 （ 所 定 方 向 の 他 の 例 ） で 接 触 可 能 で あ る 。 ま  
た 、 介 在 部 ２ ２ ｃ は 、 温 度 環 境 に 応 じ て 、 突 起 部 １ ３ １ ｃ と 対 向 部 １ ３ ２ ｃ の い ず れ か に  
Ｙ 方 向 （ 所 定 方 向 の 他 の 例 ） で 接 触 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 温 度 環 境 が 変 化 し て も 第 １  
部 品 １ ０ に 対 す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 対 向 部 １ ３ ２ ｂ  
， １ ３ ２ ｃ が 一 対 設 け ら れ て い な い た め 、 突 起 部 １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ の そ れ ぞ れ に 対 応 す  
る 箇 所 に お い て は 、 温 度 の 変 化 に よ っ て 、 第 １ 部 品 １ ０ に 対 す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の Ｙ 方 向 の  
位 置 を 完 全 に 定 め る こ と が で き な い 可 能 性 も あ る が 、 第 １ 係 合 部 Ｅ １ ， Ｅ ２ ， Ｅ ３ と 、 第  
２ 係 合 部 Ｇ １ ， Ｇ ２ ， Ｇ ３ に よ っ て も 、 第 １ 部 品 １ ０ に 対 す る 第 ２ 部 品 ２ ０ の Ｙ 方 向 の 位  
置 は 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 以 上 の 実 施 形 態 及 び 図 面 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 要  
旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 、 適 宜 、 変 更 （ 構 成 要 素 の 削 除 も 含 む ） を 加 え る こ と が 可 能 で あ る  
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 突 起 部 １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ 及 び 対 向 部 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ， １ ３ ２ ｃ の 形 状  
は 上 記 の 例 に 限 ら れ ず 、 任 意 に 変 更 可 能 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 部 品 ２ ０ は 、 透 光 性 を 有 す る  
他 の 光 学 部 材 で あ っ て も よ く 、 例 え ば 導 光 体 で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 ア セ ン ブ リ １ は 、  
計 器 に 用 い ら れ る も の に 限 ら れ ず 、 第 １ 部 品 １ ０ と 、 第 １ 部 品 １ ０ と は 異 な る 材 料 で 形 成  
さ れ た 第 ２ 部 品 ２ ０ と を 備 え て い れ ば 、 そ の 用 途 は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 本 開 示 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 公 知 の 技 術 的 事 項 の 説 明 を 適 宜 省  
略 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ の 発 明 の 広 義 の 精 神 と 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 実 施 の 形 態 及 び  
変 形 が 可 能 と さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 は 、 こ の 発 明 を 説 明 す る た め  
の も の で あ り 、 こ の 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 す な わ ち 、 こ の 発 明 の 範 囲 は 、  
実 施 の 形 態 で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ る 。 そ し て 、 特 許 請 求 の 範 囲 内 及 び  
そ れ と 同 等 の 発 明 の 意 義 の 範 囲 内 で 施 さ れ る 様 々 な 変 形 が 、 こ の 発 明 の 範 囲 内 と み な さ れ  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ … ア セ ン ブ リ
　 １ ０ … 第 １ 部 品
　 １ １ … 載 置 部
　 １ ２ … 収 容 部
　 １ ３ … 内 側 部 、 １ ３ ａ … 挿 通 孔 、 １ ３ ｂ … 底 面
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　 １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ ， １ ３ １ ｃ … 突 起 部
　 １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ ， １ ３ ２ ｃ … 対 向 部
　 ２ ０ … 第 ２ 部 品 、 ２ ０ ａ … 開 口 部
　 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ ， ２ １ ｃ … 被 挿 入 部
　 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ， ２ ２ ｃ … 介 在 部
　 Ｅ １ ， Ｅ ２ ， Ｅ ３ … 第 １ 係 合 部
　 Ｇ １ ， Ｇ ２ ， Ｇ ３ … 第 ２ 係 合 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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